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 逆極点図表示を行う 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

 Ver.1.16 

 

 

 

 

 

 

   

  LaboTexで計算した Cube,Goss,Copper,Sが各２０％含まれる逆極点図(Step:1deg) 
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概要 

 逆極点図データからピーク位置をサーチし、３Ｄ表示逆極点図を表示する事を目的作成した。 

   初期バージョンは、ＬａｂｏＴｅｘ再計算極点図の立方晶を対象に作成した。他のＯＤＦの 

   再計算極点図や、他の方法で計算した逆極点データを表示させる。 

 2013/09/27 Ver1.01 StandardODFの OUTPUT2.TXTファイルのサポート 

 2013/09/29 Ver1.02  InverseAllの処理結果 result.txtファイルのサポート 

 2013/09/30 Ver1.03  TexTools処理結果対応 

 2013/10/01 Ver1.04 popLA処理結果対応 

 2013/10/08  Ver1.06  β４５度対称操作（LaboTexデータ対策） 

 2013/11/07 Ver1.07  popLA読み込み部分修正 

 2013/11/13  Ver1.08  data拡張機能追加(倍増機能) textools未完 

 2014/09/22 Ver1.09 InverseAllから起動で InverseDisplayがアクティブにならない 

 2015/09/26 Ver1.10 LaboTexの RD-TD-ND標示が全て NDを修正 

 2018/10/27 Ver1.12 InverseAll時、ContourDisplay追加 

 2018/11/28 Ver1.13  InverseAllから起動時 ContourDisplayの不具合修正 

 2020/09/16 Ver1.14 InverseAllデータ表示時、３Ｄ表示を消し、数値のみ表示選択 

 2020/09/17 Ver1.15 AngleData用ファイル作成 

 2020/09/20 Ver1.16 FWHMに対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ソフトウエア 

 データを読み込み、計算する 

  ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

 表示部分は 

  ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙＸＹソフトウエア 

    

ソフトウエアの使い方 

 C:¥CTR¥bin¥InverseDisplay.jarから起動 

 ODFPOleFigure2ソフトウエア->Toolkit->InverseTools->InverseDisplayから起動 

  

  

 

 

 

 

 

 

 



 入力データの選択 

 

    逆極点方位の編集    入力データの４５度対称操作 

 

 

 表示方法指定 ３D表示のMaxレベル指定 

    ３D表示上に方位位置と密度表示選択 data拡張機能 

       

スクリーンサイズ指定         3D表示を消す 

  方位位置決定時の最低密度指定 

       

 読み込み全データ表示     読み込んだデータの逆極点データ 

       

 

 方位位置の決定   逆極点図の表示   InverseAll時等高線表示 

      

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ入力データ 

 ＯＤＦ解析後,Inverseデータを作成し、Exportする。 

 Exportする場合、極点図やＩｎｖｅｒｓｅデータを複数選択も可能 

  

出力データをメモ帳で確認 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦデータ 

 ＯＤＦ解析を行うと、c:¥ODF¥POUTPUT2.TXTに逆極点図データが書き出される。 

 このデータ、あるいは StandardODFExportInportソフトウエアで退避した OUTPUT2.TXTを 

 読み込む、OUTPUT2.TXTには、ND,RD,TDとＲＤ－＞ＴＤ方向に 15度ずつ回転した逆極点が 

 出力されている。 

  

複数の方位からデータの選択は 

    

 



ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌデータ 

 ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌソフトウエアは複数のデータの一括逆極点処理を行うため、 

 １つのファイルに複数の逆極点結果がＬＩＳＴ化されている。 

 この１データを選択して逆極点図を描画する。 

 θ/θｓｃａｎで測定したデータは、結晶方位ではなく、結晶面データであるが、立方晶に限れば 

 結晶方位と結晶面は同じ扱いになるので、逆極点図は成り立ちます。 

 

 

一括処理した結果から逆極点図表示データを選択する。 

 

 

 

 

 入力逆極点データは測定された方位に関するデータの為、測定点以外の方位は存在しない為、 

 ｒａｎｄｏｍ ｌｅｖｅｌを入力する。 

 

 

 入力データは、積分強度比や強度比でプロファイルの広がりデータがないため、 

 Ｇａｕｓｓ関数で幅を１０ｄｅｇとして広がりを表しました。 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓデータ 

 

 

ＯＤＦ解析データから逆極点図を表示すると、テキストデータが作成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｐｏｐＬＡ Ｈａｒｍｏｎｉｃ解析 ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ ００１逆極点データ（ＨＩＰ） 

  

ｐｏｐＬＡ ＷＩＭＶ解析 ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ ００１、０１０，１００逆極点データ（ＷＩＰ） 

 

  



実際の操作 

      DataExpandを行う場合、データ選択の前に設定 

 

データの入力 

 ＬａｂｏＴｅｘで作成した５ｄｅｇ間隔データ 

  

  最大密度が表示される 

 

     読み込み、逆極点図データを表示 

 

   

 β＝０度からβ４５度のφに対する密度に変換されている。 

 β＝０度の場合、φは４５度までであるが、β＝４５度では、φ＝５４．３７になる。 

 これは［１０１］から［１１１］の晶帯上まで、逆極点で表示するため。 



 逆極点図上のピーク位置決定 

 位置決定はＴＡＢＬＥに登録されている方位のｌｅｖｅｌを調べる。 

 ＴＡＢＬＥは、 

   

  Ｒｅｓｅｔは、内部で持っている方位にＴＡＢＬＥを強制的に変更 

  Ｉｎｐｕｔは、ＴＡＢＬＥデータの編集を行う。 

  ｈｋｌの区切りはタブ（￥ｔ）にすること 

 ＴＡＢＬＥデータ 

   

  

   

  βが０－＞４５、φが０－＞５４．７４に含まれるようにｈｋｌ位置を調整 

  

  

 



 Ｌｅｖｅｌ＝１．５で検索 

  

 Ｌｅｖｅｌ＝１．０で検索 

  

 ［２１３］が１．４４であるので、 で検索 

  

 方位が決まったので、逆極点図を表示する。 

  

  

 ファイル名と最大密度は画面のタイトル部に表示 

  

 

 



 ３Ｄで３Ｄｖａｌｕｅを強調して表示 

  

  

 マウス操作で画像を回転、縮小 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



ｐｏｐＬＡ（Ｈａｒｍｏｎｉｃ）で計算したデータの出力 

 

  

 [616]削除 

 

 



ｐｏｐＬＡ（ＷＩＭＶ）で計算したデータの出力 

 

  

 ［１１８］削除 

  

  



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで計算したデータの出力結果 

 

 

 

データを編集で余分なデータを削除   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌで計算したデータの出力 

 

 

２Ｄ表示 

 RandomLevel=0     RandomLevel=1.0 

 

 

 

３D表示 

 

 

 

 

 

 

 

 



等高線表示 

 

 

 

 等高線表示時の randomは０として扱う。  等高線本数変更は、等高線レベル部分をクリック 



逆極点図の平均化 

 逆極点図は、２４個のステレオ投影図の１の部分を表示しているが、本来２４個の平均値とも 

 考えられる。 

    

 シュミレーションで作成したデータでは 測定データ 

 

 

β＝４５度に対し対称な値になるが、φ＝４５度に対しては対称になっていない 

測定データ 

 

β＝４５度に対して対称になっていない。 

このβ対する平均を行が、ほとんど変化なし。 

 



逆極点図の描画 

 ＯＤＦ解析後の入力データは横方向にβ角度、縦方向にφ角度で並んでいる。 

       β 
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           φ 

 

90（360）(60) 

 

 このφ、β角度は、逆極点図の角度 

       

 方位との関係は 

 

  

  

 である。 

 

 この図の角度をステレオ投影すれば逆極点図が描画出来る。 

 

 

 



ステレオ投影図 

  

  


